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前報1)で は岡山県下における肝吸虫の第一および

第二中間宿主の分布状態について調査 しその結果,

一応減少の傾向が見 られるが
,し か しまだまだ感染

の機会が多分にある事を報告した.本 報では これに

引続いて鳥取,広 島両県全域および山口県の瀬戸内

海沿岸における肝吸虫の分布について報告する.

1) 広島県における肝吸虫第一中間宿主マメタニ

シの分布

広島県での肝吸虫の分布報告は岡山県に比して新

らしく金光2)(1953)に よ り岡山県に近接した芦田

川流域に認められており,今 回の調査で第1図 に示

すように芦田川下流の福山市南部デルタ地帯でマメ

タニシの生息を認めた.第 二中間宿主についてはこ

の地域で採取したイシモロコ10尾 について肝吸虫メ

タセルカリアを人工胃液消化3)に よつて観察 したが

その寄生を認めることが出来なかつた,ま た この地

区のマメタニシ100ヶ についてセルカリア寄生の有

無を観察したが肝吸虫セルカ リアは認められなかつ

た.

第1図

斜線区域は マメタニシの生息地帯

2) 山 口県における肝吸虫の分布,特 に新らしく

見出 した分布地,名 田島における調査結果

山口県での肝吸虫の分布については浅田4)(1953)

が小野 田市におけるマメタニシの生息について報告

したに止まつている.し かし 今回の調査では小野田

市近辺にマメタニシの生息を認めず,と れはおそ ら

く工場等の拡張による環境の変化,な かでも水質汚

染がその主因と考え られる.

これ とは別に今回始めて小郡町南部の山口市名田

島に多数のマメタニシが生息していることを認めた.

この地区におけるマメタニシの分布に関する報告は

今 までに全 くないので新 らしい分布地として紹介す

る.

a) 名 田島の地理

名田島は第1表 に示すように,そ の面積のうちほ

とんどが豊穰たる水田でこの用水路にはマメタニシ

の外にカワニナ,タ ニシの生息を認め淡水魚も用水

路,用 水池にイシモ ロゴ,フ ナ,コ イ等が多数生息

していた.

この地域は古 くか らの開拓地でその年次は第2表

の通 りで昭和開作はその名の通 り昭和にいたつて始

めて完成 した所である.

またこの地域の住民は淡水魚の食用者が多 く,特

に 「フナ」の 「あらい」な どは 「フナのせごし」と

称 して祝祭事 に賞用されている.今 までの地区住民

の寄生虫感染状況については余 り明確なものはない
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がメタゴニムス感染者がかな りの高率に見 られると

いうことである.

第2図　 ①の部落名…西開作,東 開作

島上,島 下,向 山下向山中

向山上

② の部落名…新開作東新聞作沖,新 沖

③の部落名…昭和開作西

昭和開作東

斜線区域はマメタニシの生息地帯

第1表　 名田島の地理

第2表　 名田島の開作年次

b) 名 田島の第一中間宿主マメタニシ

マメタニシの生息状況

第2図 に示すように名田島地区を調査の便宜上, 

3地 区 に分けて調査 した.北 部地区①(向 山上,向

山中,回 山下,島 上,島 下,東 開作,西 開作):中

部 地区②(新 開作),南 部地区③(昭 和開作,沖)

と区分した. ① の地区にはほとんどマメタニシは生

息せず.わ ずかに西開作の南部よりで1m2あ た り

20ヶ 程度のマメタニシが認め られた. ② の地区では

生息数が①の地区よ り多 く1m2あ た り20ヶ ～50ヶ

程度認めることが出来た. ③ の地区ではさらにマメ

タニシの生息密度は増加し1m2あ た り50ヶ 以上を

認めることが容易であつた.ま たこれ ら各地区で採

集 したマメタニシについてその200ヶ で セルカ リア

浮出試験を行つてみたが肝吸虫のセルカリアは認め

られなかつた.

c) マ メ タニシの形態

第3表

名 田 島 のParafossarulus mauchouricnsの 計 測値

(マ メ タ ニ シ)

第3表a 第3表b

第3表c

第3図

この地区で採集したマメタニシについて,杉 原5)

が本邦産マメタニシについての計測分別に準 じ,第

3図 に示すように殻口の角度,殻 口の角度,殻 の角
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度,殻 の測定(殻 長),(殻 径),(殻 の縦径).(殼 の

横径),の 測定を行ない,第3表(a, b, c)の 測定結

果を得た.測 定 した貝の中で最 も高率 に認められた

のは,殻 の角度では50° (57.5%),殻 口 の角度 は

15° (67.5%)で,殻 長の各 々の測定値は大小の差

が甚だしく最大最小値を表わ した.ま たその各 々の

比は殻径/殻 長は0.607,殻 口横径/殻 口縦径は0.772,

暦短径/暦 長径は0.78で あつた.こ れら測定 した 貝

の螺脈は体層,次 層に明瞭なものが多 く,臍 孔はほ

とんど認めず,暦 の核の位置は1:3の ものが多 く,

さらに歯舌の形態を観察するに,最 も多 く見られた

のは,第4図 に示 した形態で,中 歯尖頭型で3+3

+1+3+3の ものがほとんどであつた.以 上の測

定よりこれ らは日本産のマメタニシと思われるが杉

原の分類した各県産のマメタニシには類似点が少な

かつた.

第4図

歯舌 の形態

第4表　 Pseudorasboraravaに 寄 生 し たClonorchis sinensisのmetacercaria(名 田 島)

① 　② 　③

WT: Weight. L: Length. MCs: Metacercaria of Clonorchis sniensis. T: total. M/g MCS per gram

d) 第二 中間宿主イシモロコに寄生 した肝吸虫メ

タセルカ リア

人工胃液消化3)に よりイシモロコー尾づつについ

て各地区の肝吸虫 メタセルカ リアを計数 し第4表 の

結果を得た.第4表 の中で各項の左上の肩 に記 した

①②③の番号は第2図 の地区別を表はしている.検

査総数26尾 中16尾(61.5%)に 感染を認め1の 北部

地区のイシモロコ1g当 りのメタセルカリア数は0.

41ヶ, ②の中部地区では1g当 り9.70ヶ③ の南部地

区では1g当 り18.31ヶ で イシモロコの肝吸虫 メタ

セルカリア感染率は①の地区で40% ② の地区で60%, 

③ の地区で100%と 南へ行 くにしたがつてその感染

は濃厚になつている.な お これらの魚にはメタゴニ

ムスのメタセルカ リアの感染 も認められた.

e) 人体 感染例およびその他の終宿主感染例

今 までにこの地区か らの肝吸虫感染者の報告例が

全 く見られなかつたので今回全域住民のうち協力の

得 られた218名 について検便をおこない第5表 にし

めす結果を得た.北 部地区の①では肝吸虫感染者は

132名 中2名(1.52%),メ タゴニムス感染者は71名
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第5表　 虫卵検査成績(名 田島)1964.

C. S: Clonorchis sinensis M: Metagonimus sp

T. T: Trichuris trichiura H: Hook worm

mix:混 合 感 染 M+T. T×4: MとT. Tの 混 合 感 染 が4例

第6表　 終宿主への肝吸虫の感染状況

山口市名田島
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(53.90%),鞭 虫感染者は8名(6.06%),鉤 虫 感染

者は2名(1.52%)で 混合感染者は6例 を認めた.

中部地区の②では57名 中肝吸虫感染者は5名(8.79

%),メ タゴニムス感染者は30名(52, 63%),混 合感

染者は3例 を認め,南 部地区の③では29名 中肝吸虫

感染者は5名(17.24%),メ タゴニムス感染者は11

名(37.59%),鞭 虫感染者は2名(6.90%)で あ り,

全検査数218名 の 中肝吸虫感染者は12名(5.50),メ

タゴニムス感染者は112名(51.38%),鞭 虫 感染者

は10名(4.59%),鉤 虫感染者は2名(0.96%)で

あつた.こ れらより肝吸虫感染者は南部ほど高率で,

鞭虫鉤虫感染者は北部に比較的多 く,メ タゴニムス

感染者は全域にかなりの高率をしめしている.な お

検査数218名 は全住民2,387名 の10%に も充たない数

でああつたが一応傾向を知ることが出来たと思はれ

る.

他の終宿主への肝吸虫の感染状況は,犬,猫,ネ

ヅミについておこない第6表 の結果を得た.犬 は野

犬であり,猫 は飼猫で,ネ ヅ ミは野鼠であつた.こ

の中で猫のみ肝吸虫の感染を認め各地区(① ②③)

共一頭づつの感染数であつたがその感染数は南部地

区の③では猫一頭中327隻 を認めた.

考 察

広島県でのマメタニンの生息地は福山市南部の苫

田川流域に認められ,金 光(1953)の 報告 した地域

に今なお残存 していることは明白である.し か しこ

の地区の第二中間宿主イシモロコを調査したが肝吸

虫メタセルカ リアを検出できなかつた.こ のことは

検査数が少なかつたためと思われる.

山口県の瀬戸内海側の小野田市近辺では以前はマ

メタニシの生存が認められたが現在ではこの地域の

水質汚染が甚だしくマメタニシの生息に適 さな くな

り全く認められな くなつている.

しかし山口市名田島には今回の調査でマメタニシ

の分布,生 息を新 らしく見出した.そ こで各中間宿

主および終宿主における肝吸虫の感染状況をつぶさ

に調査検討したところ,そ の各 々についてかなりの

感染を認めた.そ こで調査の便宜上マメタニシの生

息密度で3地 区(④ 北部地区, ② 中部地区 , ③ 南部

地区)に 分けて考察の対照とした.マ メタニシの生

息密度は南部地区は濃厚で,中 部地区はやや多 く,

北部地区では散見 される程度であつた
.

これら採取したマメタニシについて杉原5)の 法に

従つて分類上での各種の観察測定をおこなつた
.そ

こで杉原の報告 した各地産のマメタニシと比較して

みると(括 内は杉原の分類した各地屋名), 1)ほ と

んどに臍孔がない(岡 山,広 島産), 2)螺 脈 は体層,

次層に ほとん どが明瞭(遠 賀,京 都,滋 賀産), 3)

暦 の核の位置1:3(兵 庫,岡 山産), 4)暦 の角度

50°(日 本産のほとんど), 5)殻 口の角度15°(日 本

産のほとんど), 6)殻 径/殻 長0.607(遠 賀産が最 も

近い), 7)殻 口横径/殻 日縦径0.772(岡 山産に最 も

近い), 8)暦 短径/暦 長径0.78(秋 田産に近い), 9)

中歯尖頭型(3+3+1+3+3)(久 留米,広 島,

岡 山産)で あり日本産のマメタニシの形態を備えて

いると同時に名田島産マメタニシは杉原の報告 して

いる他地区のマメタニシと分類上形態を異にしてい

ると思われている.

マ メタニシの分布生息状態が南部へ行 く程濃厚で

あることは,海 岸線に近 く塩水の影響を受けること

を考慮すればむしろこの逆が想定されるが水質検査

の結果Cl'-ppmは 中南部2地 区共19.1, 35.3で,い

づれ も満潮時の測定であるので塩素イオンは低濃度

で影響 していないことが観察 される,こ の名田島の

地質は沖積層でこのこともマメタニシの生息に適 し

ていると思われる.

第二中間宿主イシモロコの肝吸虫メタセルカ リア

の感染状態は,感 染率①地区40%, ②地 区60%, ③

地 区100%と 南部へ行 く程高 く,魚1g当 りでは①

地区0.41ヶ, ② 地区9.70ヶ, ③ 地区18.31ヶ とこれ

また南部へ行 く程高 く,マ メタニシの生息密度に比

例 して高率の感染を示 しており,魚 一尾については

中部地区②のNo 2の 魚 に367ヶ の最高を検出した.

これらのイシモロコの肝吸虫感染率は前報1)岡 山県

倉敷市吉岡の高率感染にも匹敵 している.な おイシ

モロコのメタゴニムスメタセルカ リアの感染は少な

く,同 時採取 したフナにメタゴニムスの感染を認め

た.

肝 吸虫の終宿主感染状態の調査では住民2,387名

中219名 の協力を得て集卵法でもつて検便し, 12名

(5.50%)に 肝 吸虫感染者を認め,こ れを前記3地

区に分けて考察すると,各 地区共 メタゴニムス感染

者は50%前 後をしめして高率であるに比 して,肝 吸

虫感染者は南部地区③で17.24%と 高率で,中 部地

区②8.79%,北 部 地区① 1.52%と マ メタニシの生息

密度,イ シモロコの肝吸虫感染率に平行 してい るこ

はと興味深い.そ の他の終宿主として検査した.犬,

猫,ネ ヅ ミのうち各地区共猫1頭 づつに肝吸虫の感

染を認め,犬,ネ ヅ ミには感染していなかつた.な
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お南部地区③での感染猫中の肝吸虫は327隻 をかな

り,高 値で少数例なが ら北低,南 高の感染率 に平行

している.

以上のように各宿主の肝吸虫感染数は全国的に も

かなり上位にあるものと思われ,こ の地区は昨今の

浸淫地ではな く相当古 くか らのものであり,そ れに

も拘らず今日まで知られなつた大きな原因として,

一 応分布地域が名田島の限定せられており,ま た一

方 メタゴニムスがこの地区でかなりの汚染をしめし,

したがつて肝吸虫に対する注意は生活史の類似して

いるメタゴニムスへの関心の影になつて検討されな

かつたもの と思われ る.一 方最近全国的に肝吸虫の

分布が縮小消滅 しつつあるにもかかわらず,こ の名

田島で肝吸虫が各宿主に高率 に感染 しているのはこ

の地方の風習として淡水魚の食用が盛んで,そ のた

め農業等の散布を行 うにも魚類を保存するように配

慮し,貝 や魚類が温存された結果にもなつたと思わ

れる.し かしこれら魚類中食用に供されるものは地

方では主 としてフナでありイシモロコ類はほとんど

食用とされていない,こ の点 については従来よりフ

ナは肝吸虫メタセルカ リアの保有率が少ないとさて

れお り,こ のことは名田島で重症の肝吸虫感染者が

見 られなかつたことがうなずける.し かし今後 この

地区の,特 に南部地区のフナについて肝吸虫 メタセ

ルカ リアの感染状況を調査する必要があると思われ

る.

なお鳥取全域について調査したがマメタニシの生

息は認められなかつた.

結 論

1. 広 島県のマメタニ シの分布は芦田川下流福山

市南部のデル タ地帯に生息を認めた.

2. 鳥 取県にはマ メタニシは生息していなかつた
.

3. 山 口県では山口市名田島にマメタニシおよび

各宿主の肝吸虫感染を新らしく見 出し,瀬 戸内沿岸

の他地区には認めなかつた.

4. 名 田島のマメタニシの生息密度,イ シモロコ

の肝吸虫感染率は共に高率であつた.

5. 名 田島の肝吸虫終宿主感染は一部の調査であ

つたが人に5.50%と 猫3頭 に見られた.

6. 名 田島の各宿主の感染状態はマメタニシの生

息密度に平行して南部地区ほど高率であつた.

7. 名 田島のマメタニシの形態は日本産マメタニ

シの形態をもち,分 類上名田島産マメタニシの形態

を備えていると思われる.

稿 を終るに臨み名田島地区の調査にあたつて山口

県衛生研究所芳野博士は じめ所員の方々の御協力に

厚 く感謝し,さ らに山口保健所,山 口市名田島分所

および地元の方々の御協力を得て行なつた.

この調査は文部省科学研究費の一部で行ない,本

論 文の要旨は第20回 日本寄生虫学会 西日本支部大会

(昭和39年11月8日)に おいて報告発表 した.
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Studies on Clonorchis sinensis

Part II Geographical distribution in Chugoku District
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In an attempt to know the distribution of Clonorchis sinensis, investigations have been 

conducted in Chugoku District except for Okayama Prefecture.

1. Parafossalurus manchouricus, the first intermediate host of the fluke, were found in 

the southern part of Fukuyama City, Hiroshima Prefecture and also in Natajima, Yamaguchi 

City, Yamaguchi Prefecture.

2. Metacercariae of Clonorchis sinensis were recognized in 6 of 56 (61.5%) Pseudorasbora 

parva collected and the incidence was significantly high in the southern section of the area.

3. Centrifugal fecal examinations were perforn ed at Natajima and eggs of Clonorchis 
sinensis were recovered from 12 of 218 (5.5%) residents.
Among cats dissected, 4 of 12 (30.0%) were found to be infected with liver flukes.


